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＜連絡事項＞

· 5/13(金)15：30から食事サービス提供管理委員会開催。

· テキストを5/16（月）までに山田に提出。

· 能力開発カード今週中まで。

· 明日勤務変更予定あり。大谷地、川井、日勤⇒遅Ｂ。飯野AOM，山田、遅Ｂ⇒日勤。

＜事例検討＞

小野寺　ノリ様　(75)　主病名：統合失調症　　　合併症：脂質代謝異常症

利用開始日：H15年6月2日　(7年11ヶ月)

デイナイト利用

出席率：100％

検討内容
問題点の見直し

問題点：日常生活全般において声掛けを要し、活動性の低下が見られる。
日常生活面
· ＡＤＬの低下が見られている。便失禁なのか排泄後の後処理が上手く出来ないのか、臭っている事

ある。

・　入浴では、タオルの使い方を教えると背中を洗う事が出来ている。手の届かない部分がある為、その際はスタッフが介入している。
現在の様子
· 日中の居眠り多く、活動性が低い。

· プログラムへの関心のなさがある。

· 促された事は拒否せず応じる。(具体的な指示があれば)

· デイナイトに来て何をすればよいか分からないと話している事がある。

· 休日でも青陽館に行こうとする。(いつ行けばよいか分かっていない様子あり)

· プログラムの塗り絵では同色で塗っている事多い。または自分の名前を書いて終わっている。編物を提供すると最後まで取り組んでいる。

· ミーティングの際、発表する日付、メニューなど他者のサポートでノートに書いている。

· 面会に兄様来ているが、会話の内容を聞くと「わかんない」と話す事多い。

今後の方針
1 活動性の低下がある為、プログラムで声をかける機会を設ける。

2 役割の提供。

3 単純作業を繰り返し活用。

4 運動、作業時間だけは覚醒してもらう。

5 現在の能力を維持する。

長期目標：現在の能力を維持する

中期目標：日中の覚醒時間を保つ

短期目標：運動、作業時間だけ覚醒してもらう

＜利用者様情報＞

· 駒木　洋士　様～現在、気分の高揚が見られている。昨日は9時間ほど眠れたとの事。青陽館横の　

園芸スペースのアイディアを練っているが、本格的に設計しようと試みており、生活状況にもそれが影響している様子がうかがえる。設計はデイケアだけで行なうように伝える。病状の悪化、体調管理が出来なければ、設計作業を中止して頂く事とする。

· 鈴木　茂子　様～昼頃より眩暈がするとの訴えあり、横になり休んでいる。血圧116/67mmHg。

· 本多　富美　様～昼前より熱っぽさ訴える。体温37.3℃。静養室にて休んでいる。来所時より胸　

に痣があり本人へ確認。灯油缶にぶつかったとの事。自宅に戻り休んで良い事伝えるも「家に帰っても誰もいない。鬱っぽい。変なことしてしまうかも。」と話され、時間まで静養室で休まれている。

· 森田　清助　様～本日、左胸背部痛あり鹿内内科受診の為欠席。結果は金曜日来所時伝える予定。

· 大久保恒夫　様～昨日、左下腹部痛あり。ガス、便が溜まっていたとの事。来週来所予定。

· 細越　定生　様～本日朝、8時前より青陽館玄関前にいる。「8時前なのに学生が入っている。」と　

口調を荒げ話している。また施設敷地内でタバコを吸っていること見られる。

学生が青陽館に入る際はインターホンで開けてもらい中に入っていた事を本人へ伝えている。

バイクを南山苑前に停めている為、指定の場所に停めなければ不審車輌とし警察へ連絡すること伝えるが了解の悪さある。スタッフ説得にて指定の場所にバイクを移動されている。

会話の中でデイ利用を辞めたいというようなニュアンスはあるが、自らは「辞めたい」との発言はない。「デイから辞めて下さいと言われれば辞める」と話す。自分から辞めるとは言えず、他者へ決断を委ねている様子。

· 下町サン子　様～来所時より37.5℃の発熱見られ、青山荘に戻しています。本日欠席。

· 中村与一郎　様～発熱なし。鼻水あり本日欠席。

· 五日市　公　様～昨日夜、37℃台で経過。今朝36℃台に解熱。

　　　　　　　　　　青風荘スタッフからの情報で、目の鋭さ見られてきている。病状悪化が考えられる為様子観察していく。

· 村田　昭一　様～利用日を火曜日したと話す。主治医に確認するよう伝える。　

＜決算内容見直し＞

21年度、22年度物品発注比較について、前年度に比べ全体で8万円減っている。

· 上質紙：前年度に比べ10000枚多い。食券印刷の為増加したのでは。

· 画用紙：減少

· ディスポマスク：減少

· ボードマーカー：66本⇒68本。2本増加。キャップをしっかり閉め乾燥を防ぐ。

· フラットファイル：30冊⇒栄養と就労支援で使用。

· ビニールテープ：行事で使用。

· トイレットペーパー：21年度1445個、22年度1295個。150個減少。皆さんのご協力のおかげ。

· ハンドソープ：前年度より9個増加。⇒感染予防の為手洗いする習慣がついたのではないか。

＜外来情報＞

· 古村　優子　様～5/16付けでデイをやめようと思う。理由として「周囲とあわない」と話す。作　

業所を週/1回利用する予定。主治医より了承得ている。

その事についてご家族様から連絡が来るかもとの事。

· 東海林康之　様～ノンアルコールビールが飲みたいと話、主治医より「昔、飲酒した事を思い出し、　　

飲酒行動や気分高揚につながる怖れがある為、出来れば飲まない方がよい」事を本人へ伝えている。

· 大久保康弘　様～幻聴あり、本人が幻聴に話し掛け、幻聴が答えてくれる。幻聴が少なくなってき　

ている。呂律不良ある。今回薬剤調整行なっている。

· 繁名　和恵　様～幻聴について、「まだ、時々ある」と話す。食事は摂れている。調子が悪いと食　

事が摂れない。緊迫した表情はない。薬の変更なし。

· 本多　富美　様～夜間睡眠取れていた。お母さん不在だと不安と話す。表情、話し方穏やか。薬剤　　

調整行なっている。

